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令和８年度第１回袖ケ浦市公民館運営審議会 

 

１ 開催日時  令和８年５月２０日（水） 午後３時開会 

 

２ 開催場所  根形交流センター ２階視聴覚室 

 

３ 出席委員 

委員長 篠原 和行 委 員 田中 輝博 

副委員長 片寄 礼子 委 員 早川 敦 

副委員長 石井 喜三江 委 員 竹内 良雄 

委 員 庄司 光利 委 員 高橋 亜由美 

委 員 粕谷 和俊 

 

（欠席委員） 

委 員 福原 孝彦 委 員 鈴木 美恵子 

委 員 杉浦 智子 

 

４ 出席職員 

教育部長 高浦 正充 長浦公民館顧問 地引 等 

市民会館館長 齊藤 秀夫 根形公民館館長 大野 正彦 

昭和交流センター

副主幹 

木村 卓郎 根形公民館顧問 鹿島 順 

平川公民館館長 吉末 孝司 根形交流センター

副主幹 

戸塚 愛佳 

平川公民館顧問 本橋 俊哉 平岡公民館館長 加藤 宏明 

長浦公民館館長 須田 紀子 平岡公民館顧問 庄司 三喜夫 

    

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 報告 

（１）令和７年度市民会館・公民館事業の実施結果について 

 

７ 議題 

（１）令和８年度市民会館・公民館の事業計画について 

（２）令和８年度袖ケ浦市公民館運営審議会の年間計画について 
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（３）その他 

 

 その他（交流センターに係る各館の取組報告 他） 

 

篠原委員長 

報告（１）令和７年度市民会館・公民館事業の実施結果について、事務局より

説明をお願いいたします。 

 

事務局 

（資料１ページから２１ページに基づき、齊藤市民会館館長、吉末平川公民館

館長、須田長浦公民館館長、大野根形公民館館長、加藤平岡公民館館長が説明） 

 

篠原委員長 

ただいまの説明について、委員の皆様のご質問等があればお受けします。 

内容については、２月に報告していますが、今回は、まとめも含まれています。

質問や意見等がありましたら、お願いします。 

特段無いようですので、私の方から幼児家庭教育学級について１つだけ伺い

ます。幼児家庭教育学級は、参加されるお母さんに対し、こういうことを行うと

いいですよというような学習を行ったり、こどもを遊ばせたりしていると思い

ますが、お母さんが４５分間、全くのフリーの時間を提供する、例えば、こども

たちは、社会教育推進員などにお願いして、お母さんは離れたところにいて、息

抜きをしてもらうという考えはいかがでしょう。 

 以前、小学生から高校生までの不登校のこどもたちと、その保護者の方々で、

青少年自然の家に２泊したのですが、親は遠く離れたところで過ごしてもらい

ました。その時に、おしゃべりする人、散歩をする人、のんびりしている人、皆

さん各々に過ごされていたのですが、見ていると、皆さんの表情がよくなってき

たのです。 

 また別の事業ですが、体育館のような施設で、半分はこども、半分は親たちと

分けて、事業を行ったことを見たことがあります。親たちは、最初はこどもたち

の様子を心配そうに見ていただけでしたが、後半は自分たちの時間を楽しんで

いただいていたと思います。そういう事業もあるということで、参考にしていた

だけたらと思います。 

それでは、令和８年度市民会館・公民館の事業計画について。市民会館からお

願いします。 

 

事務局 

（資料２２ページから３４ページに基づき、齊藤市民会館館長、本橋平川公民館

顧問、地引長浦公民館顧問、大野根形公民館館長、庄司平岡公民館顧問が説明） 
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篠原委員長 

ありがとうございました。それでは、質疑応答となります。 

委員の皆様、よろしくお願いします。 

 

片寄副委員長 

令和８年度の経営方針の前に、令和７年度の報告について伺います。 

各館とも事業の反省と次年度に引き継ぐ事項をきちんと整理されています。 

振り返るということは、とても大切なことです。ぜひ、次年度に生かして、魅

力ある講座を展開していただければと思います。 

令和８年度の経営方針について、先ほど、市民会館館長から説明をいただきま

した。その中で、施策の（１）一人ひとりの学びという項目の中の削除された内

容についてです。教育ビジョンにもなかったので、おそらくそのような理由で削

除したのかなと思います。しかし、その文面・内容に関しては、公民館にとって、

とても大事なことだと考えています。令和９年度の経営方針を作成するときに、

この内容についても検討していただきたい。文言は同じでなくてもいいので、主

旨を理解し、含めていただけたらと思います。 

２３ページの施策の方向性（３）について、社会教育推進員についての内容を

文言として資料に入れてほしいと思います。社会教育推進員は、生涯学習ボラン

ティアとして証明されており、その支援をしています。社会教育推進員は、公民

館の大きな担い手であり、なくてはならない存在ですので、ぜひ、令和９年度の

経営方針には含めていただきたいと思います。 

 

齊藤市民会館館長 

いただいた件については、令和９年度の経営方針の策定時に検討したいと思

います。 

 

篠原委員長 

他の委員の皆様はいかがでしょうか。 

 

粕谷委員 

これだけの予算で、たくさんの事業を実施されている。本当に驚いています。 

その中で、二十歳を祝う会について教えてください。前年度５７万９千円だっ

た予算が、今年度は２３万円に減額されていのですが、どういう理由でこうなっ

たのでしょうか。経緯を伺いたいです。 

 

齊藤市民会館館長 

記念品の内容を検討した結果、減額となりました。 
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粕谷委員 

参加者が少なくなったということではなく、記念品の額ということでしょう

か。この予算で、本当によくやっていると思います。 

その中で、私たち、公民館運営審議会の予算が多くを占めていることについて、

本当に恐縮に思います。この審議会の予算が１０万円くらい増額しているのは

どういうことでしょうか。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 前年度は、千葉県公民館研究大会の参加費がありませんでしたが、今年度は、

大会の実施を検討しているとのことでしたので、委員１人について１，５００円

の負担金とそれに伴う旅費を反映したことに伴う増額です。 

 

粕谷委員 

 定例の額が上がるわけではないのですね。 

根形公民館は予算が多いですが、こちらはどうしてでしょうか。 

 

大野根形公民館館長 

 特に多いとは思いませんが、ねがたファミリーコンサートの謝礼として６万

円あること、また根形が芸術系の講座を持っていまして、花まる絵画教室、こど

も絵画教室、成人絵画教室の講師謝金がありますので、他の館と比較して、多い

のだと思います。 

 

粕谷委員 

 これだけの事業を行っているのに、予算が少ないのは大変だと思います。ぜひ、

予算を獲得していただきたいと思います。 

 

篠原委員長 

予算については、会費等をいただいたり、文部科学省などの補助金をもらった

りなど工夫をしていただき、市と相談していただきたいと思います。 

他にありますでしょうか。 

 

田中委員 

経営方針について。施策の方向性（１）には生涯学習の充実、（２）には社会

教育の充実とありますが、自身の中では、生涯学習と社会教育は、内容としては、

同じものと考えています。別々に記載されているということは、どう捉えたらい

いか。違いを教えていただきたいと思います。 
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木村昭和交流センター副主幹 

生涯学習は、個人の学習という要素があり、社会教育は、集団、団体の教育で

あって、活動がつながってくという違いがあります。後期基本計画にも、それぞ

れ反映していますので、それに則って公民館の経営方針につなげています。 

 

田中委員 

 施策①について伺います。 

主体的に学ぶことは、社会教育の根本であり、公民館は、まさにその入口を作

る役割を果たしていると考えています。そこで、公民館の講座から派生した個々

の団体が、今後どのように活動を展開していくのか、また、公民館としてはそれ

をどのように支援していくのかについて教えていただきたいと思います。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

長浦公民館で実施していたお箏教室についてですが、本事業は、もともと公

民館の青少年教育推進事業の一環として実施していました。 

講座としては終了しましたが、自主的な活動として継続しております。 

公民館としても、彼らの自主的な活動を今後も継続して支援していきたいと

考えています。 

 

篠原委員長 

よろしいですか。それでは次に、議題（３）その他です。 

３７ページから４４ページまで事務局説明をお願いします。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

３７ページの令和８年度青少年育成袖ケ浦市民会議理事の推薦及び４１ペー

ジの令和８年度青少年健全育成推進大会実行委員の推薦についてですが、本日

の審議会の前に報告期限を迎えてしまうため、委員長と相談して報告いたしま

した。 

青少年育成袖ケ浦市民会議理事の推薦については、現理事である片寄副委員

長を推薦しております。青少年健全育成推進大会実行委員については、早川委員

を推薦いたしました。 

 

篠原委員長 

今の説明について、質問等ありますでしょうか。無いようですので、議題（３）

については、終了させていただきます。 

以上もちまして、本日の議題は終了いたしました。皆様、ありがとうございま

した。 
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事務局 

 篠原委員長、ありがとうございました。 

 それでは、その他といたしまして、各交流センターの取組について説明いたし

ます。 

（齊藤昭和交流センター所長、吉末平川交流センター所長、須田長浦交流センタ

ー所長、大野根形交流センター所長、庄司平岡公民館顧問が説明。） 

 

事務局 

 次に事務局より連絡事項があります。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 ５月２９日に君津地方公民館運営審議会委員連絡協議会定例総会が開催され

ます。 

欠席される場合は、委任状の提出をお願いいたします。 

 

事務局 

 次第は以上ですが、閉会の言葉の前に今期退任される委員の皆様から一言ご

挨拶を頂戴したいと思います。 

（石井副委員長、粕谷委員、田中委員より挨拶） 

 

事務局 

 ご挨拶いただき、ありがとうございました。また、公民館事業に多大なるご尽

力を賜りまして、ありがとうございました。今後、別の立場でお力添えをいただ

ければと思います。 

それでは、閉会の言葉を石井副委員長お願いいたします。 

 

石井副委員長 

以上をもちまして、令和８年度第１回公民運営審議会を終了いたします。 

皆様、長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

 

午後５時００分 閉会 





































































































 
 

 

 

 

 

  

中富地区まちづくり協議会の役割 

〇 地域における情報交換 

〇 地域のまちづくりの方向性の検討 

〇 問題・課題を協議会の場で取り上げ、地域全体での共有化 

〇 問題・課題の解決方法の検討、調整  

〇 協議会で実施する事業、予算等の検討 

 

 
  

  
実施 

活
動 

活
動 

問題・課題の整理 

 

１ まちづくり協議会の組織化と背景 ２ 中富地区まちづくり協議会のイメージ 

 



令和８年度第１回公民館運営審議会資料 正誤表 

訂正箇所 正 誤 

５ページ  

イ 平川公民館 

№3小学校家庭教育学級の 

延べ参加人数 

  

 

訂正箇所 正 誤 

１ページ ア 市民会館 

２５ページ 

（ア）令和８年度市民会館

事業計画 ※共通事項   

 

訂正箇所 正 誤 

３２ページ  

（イ）令和８年度根形公民館

事業計画 

№12事業名 

  

 

訂正箇所 正 誤 

２４ページ  

イ 令和８年度市民会館・ 

公民館主催事業 

下線の追加 

※訂正部分を別途配付 

 

 

 



イ　令和８年度市民会館・公民館主催事業

基本目標

生涯学習
の目標

施策の方
向性

施策 事業 市民会館 平川公民館 長浦公民館 根形公民館 平岡公民館

（１）一人ひ
とりの学び
を支える
生涯学習の
充実

①市民への学習
機会の提供と
情報の発信

乳幼児
家庭教育学級
（平川公民館と合同）

乳幼児
家庭教育学級
（市民会館と合同）

子育てパパ応援講座 幼児家庭教育学級
お子さんと一緒に！
健康な心と体づくり
講座

小学校家庭教育学級 小学校家庭教育学級

中学校家庭教育学級

こどもチャレンジ教室 こどもクラブ わんぱく教室 花まる絵画教室 ひらおかこども教室

世代間交流 書き初め教室 こども絵画教室 ジュニアチャレンジ講座

ねがたオープン
キャンパス（ねこまろ）

女性セミナー 園芸講座
まるごと体験セミ
ナー

成人絵画教室 わくわく女性倶楽部

大人のチャレンジ
講座

トライアル講座 ながうら遊学塾 地域再発見講座 国際理解セミナー

単発講座
初心者・シニア向け
スマートフォン教室

お正月飾りづくり
講習会

災害に備える講座
ひらおかハッピー
タイム

災害対策基礎講座
みんなでつくる
地域の避難所講座

昭和ふれあい教室
平川生活いきいき
講座

長浦さわやかスクール 根形ニコニコ教室
ひらおかシニア
セミナー

ご近所高齢者講座

市民会館まつり 公民館まつり 公民館まつり 公民館まつり 文化・スポーツまつり

市民音楽フェスティバル
ねがたファミリー
コンサート

芸能文化まつり サークル作品展

③学びを支える
地域人材の育成
と活動の促進

令和８年度市民会館・公民館主催事業

未来を創る　心豊かで　いきいきとした　人づくり

人生100年時代に向け、誰もがかがやける学びを支援します

ホームページやＳＮＳ等による情報発信

小中学校家庭教育学級

社会教育推進員活動

（３）つなが
り、支えあう
社会教育の
充実

（２）地域の
教育力の
向上

①家庭教育への
支援

家庭教育総
合推進事業

小中学校家庭教育学級

②青少年健全育
成活動の充実

青少年教育
推進事業

①誰もが
主体的に
学ぶことが
できる
社会教育
活動の推進

小中学校家庭教育学級

成人教育
推進事業

高齢者いき
がい促進事
業

各種行事
推進事業

②社会教育
関係団体の
活動への
支援

ロビー展示

利用者懇談会
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